
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

南小泉町内会は、総会員数 1,657世帯と若林区内で最も会員世帯数が多く、南小泉・古城・遠見塚の

３ブロックからなり、さらに 15の区域に区分されています。 

 当町内会においても防災マップを作成していますが、10年以上経過し防災マップの改訂が必要と考えて

いました。防災マップを改訂するにあたり、４年をかけて前述の 15 区域の危険な箇所を町内会や子供会

の皆さんと一緒に調査し参加者と一緒に確認するのが調査の目的です。 

自然災害から命を守るため、各種災害からの避難行動

の考え方や、日頃から備えておくべきポイントなどをま

とめたハザードマップを発行しました。 

 

市役所本庁舎、区役所総合案内、  

総合支所、市民センター、コミュニティ・

センター等にて配布しております。 

 

➢「耳で聴くハザードマップ」とは？ 

スマホアプリ「Uni-Voice Blind」の機能のひとつで、現在地や周辺の 

災害リスク情報などを音声と画面表示
．．．．．．．

でお知らせするものです。 
 

◆ ご活用下さい！「耳で聴くハザードマップ」◆ 

 

 

 

 

 

 

    

   

調査後は、町内会館(集会所)で調査報告会を行い、防災マップを作成

して調査区域の全世帯に配布しており、当町内会の自主防災活動の一環

と位置付けています。 

調査参加者は、地震発生時に危険と思われるブロック塀などの危険箇

所を認識できます。更に、防災マップの配布により危険箇所を確認できま

すので、住民一人ひとりが日頃から危険箇所に注意し、近づかないように

意識できると考えております。今年、南小泉町内会は創立
．．
７０
．．
周年
．．
を迎え、

防災マップ改訂版を記念事業
．．．．

としております。 
 

若林区南小泉町内会 会長 小澤 幸雄 さん 
若林区南小泉町内会 SBL 早坂  昇  さん 「防災マップ改訂版」作成 活動報告 

 

 

 

 

本サービスの詳しい

内容については仙台

市ホームページをご

確認ください。 

 

 

 

 
◎配布先

仙台市ホームページから 
ダウンロードできます 

➢どういう機能があるの？ 

以下の各情報を画面に表示するほか、音声  による読み上げができます。 
 ・現在地の気象情報（天気予報や気象警報・注意報など） 
 ・現在地周辺の洪水・土砂災害・津波に関する災害リスク情報 
 ・仙台市から発令する避難情報（プッシュ通知） など 
また、英語・中国語（簡・繁）・韓国語・ベトナム語・ネパール語での
表示・音声読み上げにも対応しています。(プッシュ通知を除きます) 

 

スマートフォンなどを通じて災害リスクや避難場所等の情報を音声で読み上げ、多言語表示も可能なサービス  
「耳で聴くハザードマップ」の運用を開始しました。視覚に障害のある方や外国人の方はもちろん、それ以外の方々に
とっても、手軽で便利なアプリです。ぜひご活用ください！ 

 

  

「仙台防災ハザードマップ」を発行しました！ 

 

2025年 10月 発行 仙台市危機管理局減災推進課 

Sendaishi chiiki Bousai Leader 仙台市地域防災リーダー 

第 20号 ＬＢＳ

 

この場所は洪水により 
50㎝から３ｍの浸水が 
想定されています～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒980-8671 仙台市青葉区国分町三丁目 7 番 1号 仙台市役所本庁舎 2階 仙台市危機管理局減災推進課 

TEL 022-214-3109(直通) FAX 022-214-8096  E メールアドレス : kks000130@city.sendai.jp 

皆さんの掲載したい情報や活動などがありましたら、是非ご連絡ください！ 活動報告やご意見・ご相談もお待ちしております!! 
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11月 5日(水)は津波防災の日です。 

訓練の緊急速報メール（エリアメール）により午前

９時４８分、市内３区（宮城野区・若林区・太白区）の

携帯電話が鳴動します。津波避難エリアにいらっしゃ

る皆様には、避難訓練への参加をお願いいたします。 

▲活動報告 

ＳＢＬとして地域の防災活動を行っ

た場合、活動報告をお願いします。 

複数名で活動された場合に、全員のお

名前を記入できるように様式を変更し

ています。右の二次元バーコードからダ

ウンロードしてください。 

防災のひろば結果報告防
★日 時：９月７日(日)9:00～15:30 

★会 場：HOKUSHU仙台市科学館 

今年も HOKUSHU 仙台市科学館を会場に、「防災のひ

ろば」を開催しました。 

 お子さんを連れたご家族など、多くの方々にご来場

いただきました。こどもたちの瞳が輝く印象的な「防

災のひろば」でした。 

 

 

▲アンケート 

 
1分間で終わる簡

単なアンケートで

す。皆様のご協力を

お願いします。 

ＳＢＬの連携した活動についてアンケートを

行います。 

SBL連携活動に関するアンケートSBL連携活動に関するアンケート 

 

★日時 令和８年２月１５日（日）・１６日（月） 

両日とも午前１０時から正午まで 

★場所 オンワード樫山仙台ビル（青葉区二日町 12-34） 

★内容 (予定)来年度に見直される防災気象情報 

 

編集後記
「７月５日に日本で大きな災難が起こる！」この噂が

大きな話題になりました。噂の出どころは SNS、国外の

航空会社が日本への定期便を休航したのです。 

ふと、東日本大震災の際の噂を思い出しました。大

津波警報発令中の最中「ここに津波は来ない！」まっ

たく根拠のないデマ、このデマでどれだけの命が失わ

れたことか…。（科学的根拠の無い噂にはご注意を。） 

 ブロック化とは、供給区域を 16の区域（防災ブロッ

ク）に分割することにより、災害時には被害が著しいブ

ロックのみガスの供給を停止し、被害が少ないブロッ

クは継続してガスを供給できるようにすることです。 

 万が一供給を停止した地区においても、復旧を迅速

に行うため、供給を停止したブロックをさらに細分化

（1,000戸～3,000戸）し、復旧の終わったエリアから

順次ガス供給を再開します。 

 ほかにも、大規模地震などの災害時にも重要なライフラインであるガスの供給を継続するとともに、二次災

害を防止するため、様々な対策を実施しています。 

 その一つが、ガス導管のブロック化です。 

 津波の影響を受けない内陸側に、新潟～仙台パイプラインからガスを受け入れる「緊急時ガス受入設備（バ

ックアップステーション）」を設置しています。このように、供給起点を複数にすることで、万が一、港工場が

被災した際にも、ガスを止めることなくお届けできるように取り組んでいます。 

 仙台市ガス局では徹底した安全対策により、安定した供給体制を実現し

ています。 

 その一つとして、緊急時ガス受入設備「バックアップステーション」の

運用を行っています。 

 都市ガスが供給停止した地区の流れ 

大規模地震 

が発生 

安全点検 

保安措置 

安全点検 

復旧作業 

 

供給開始 

 
：ガスが供給停止されている状態 

：ガスが供給されている状態 

安全性が確認できたため 

一部供給再開 

安全性が確認できたため 

全面供給再開 


